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 クロチョウガイ.半径真珠養殖試験

目的

 前年どおり

 績…三愚とカ'享雲

 母貝は川辺郡知覧町沿捧に棲息しているものを裸もく.り叉は潜水器使用により採取、3
 回に分けて養殖場まで輸送し一時養生の後咳入れした。浜揚けば約4ケ月後に行い珠打抜後カ1工
 試験に供し製品販売とした。

 母貝採取5月20目～7月13日

 輪.送6月3日。6月15日・ア月14日

 揮一核7月28～31日8月20日～21日.

貝掃除9月18日10月26日

 浜揚11月3口.日(弗1回挿核の分)→2月17日(第三回挿核分)
 1一輸送方法採取後金網カーゴに20～25個入れて垂下しであるものを白。魑内外に詰めなお
 して養殖1毎まで自動車と船で運搬した。輸送時間は採捕地～鹿児島・一陸上約3時間、=鹿児島～垂
 水、海上約1.5時間、採捕地出発は午前6～7時で所要時間は大体4.5時間であった。
 2.挿核について使用した核はローセギ製で経の53～54%にして用いた。接着剤は松脂で
 廃コテで固着せしめた。母貝1個に挿入した核数は貝の大きさにより1'～引回であったが2鱈人

 一れ約75%、1個入20%、.3個入5%であった。

 挿核作業は常渕とより具立、開口、・挿核。垂下の胴に進行した。具立は原則として挿該当日の早
 朝に打つたが前日の夕刻に打つたものは夜半に一回換水した。開口されたものぼ施術台で挿核を

 まつが毛の問1～10分で施術を終り・海水桶に移して10～20個(1～2カゴ)ζとに施術
 場前の仮筏に垂下し夕刻本筏に移した。

 3.養殖管理養殖輝は前年同様・垂水市海潟の江ノ島東側水深8～10肌の所である。作業貝
 は金網カゴ(.45x45x150㎜)に10～15個入れとし1.5肌間隔に2,5;8肌の3暦に垂下

 し㌔貝掃除は9月18日と10月26日の2回実施したが比較試験として1回掃除したものと

 全く掃除せず放置したものを設けた。なおカゴのとり換えは貝掃除の都度行った。

 一緒果と考察

 1.母貝について母貝は前記したように知覧町沿岸で裸もぐり叉は潜水器使用により採取さ

 れた。一般に裸もぐりによるものは若年貝細」・型で伸びのよくないものが多いのに反し潜水器に.
 より比較的深い所で採取されるも・のは中型以上ρものが多い。第1図は第一回挿核したものの中
 から浜揚け後389個体一を測定し殻長(亭.L'.)と殻高(S.亘)の組成を示したものである。殻

 長の範囲は77～137棚で平均998欄、殻高もほぼ等しく77～147mπ、106.6mπであ・

 る。採取されたものの中には咳入不能の小貝が可成りあったがこれは授精実験と越冬試験用とし
 た。一

 ・2.挿入核の組成と挿入位置1、挿入核第五図に母貝の大きさをS一■。105柳以下一

 105～120mπ、120刷硯以上の3階級にわけそれぞれの階級別に挿入された核gサイズ組成を
 示した。それによれば105m肌以下、105～120,120伽以上そ.れぞれ14舳15πm,

 16一π肌の核が中心にたっており、全体としては14と15醐で50%を占めている。今年度は母
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 1岬割に大きな核が挿入されており叉核高もや∫高かったように思われこれが浜揚げ成績にもひ∫
 1、・たようである。

 ・)挿入位置について核の位置によって巻き・の厚一さに差のあることは以前から分って、帥わ
 れえ)れもこれまで薄巻きするようなところは避けてきたが他の核との位置関廉(1晩ユ■に1～2
 ・・だから左右で1～3コになる)或は接着繭の状態によりiヒむを縛す好適位置をそれる場・合がある
 こ∫では真珠層を第巫図のようにAlBlC・Dの4エレアに分け各エレアにある珠を肉眼観察に
 より普通巻苧と薄巻きの2通りと.した場合の数値を第I表に示した。

 第I表挿入位置別薄味出一現数一'

 陛下層肌….558・.51)2,5・)計

 1丁ニサミエ≡:∵
 B25セ.・%17・.・11㌦・206131。.4100、。
116=0101210
 B～G22。.季25.1.1η159-1.11・11.1109。。
9225-43851

 q39。引116-1。。341。。1包・…放・一&コ・一㌃。431。.。3161.1
 O～]⊃0

.]⊃0

900・3517
 2711一,1一↑・848
33.42フ1362.5354

1

2

50.0

0012
2116

100.05331

 計・・1;lll・1一:1。・・1。・114…1,1、■・・Il:、・・1ζ。
 1)見掃除1回2)早病除せず他は2回

'

 巻き'の厚さは同一位置に挿入された核でも個体の年令、生活力による成・長率の違いや貝と核の大き
 さの関係によっても勿論差異があるはずだがこ∫ではそれまで分析しなかった。前記したように薄
 巻きすると思われる位置(D)や、真珠層'の狭いA,Bには稀核を避けたので珠数はB～C,Gに
 禰っているが薄味のでかたは関一らかにA,B,C,Dの順に高率となっている。即ち腹話方ほど薄
 巻きが多い。・従って挿核位置としてはA,・B,Oの11責に望ましいが真珠層の巾はA<B<Cである
 ので大型の核はO(B寄り)中子入れ小サイズをBやAに挿入すれば良い結果が縛られることになる
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 I殻長(S。工1),殻高(S.亘〕の組成

 皿母貝g大きさ(階級別)に一よる挿入核の組成

 皿挿核位置を示す

 3.核の大きさと色味について

 第一回目押核したものを浜上げ後殻付きの状態で調査した。.こ」で色味とは真珠層外縁に事わ
 れている稜柱色をいう。調査方法はまず珠の大きさを測って核径を推定し(D)核と真珠雇外縁

 の最短長を測定した(・)…・第蝸参照色付きの程度ば⑦色味でないもの触面の舌ま
 で鮒きのもの触面の舌以上が色付きめものの・段階と比第w図は核と真蕪層ク廠と
 の最短長と色味の関係を“%"をもって示したものである。理論的には核の周顕の長さは核高の
 径の55岩とした場合には径の1.7倍弱となる。真珠履外縁部には稜柱色がありそれは外側が濃

 く内側にむかってうすれているgで挿核のときは明るい場所でしかも可成り開口しないと適当な
 核の選定ができたい。珪柱色の巾1ヰ測定しなかったが魎庫および部位により叢があり前記“.C"
 では1.0～1.5㎝である。従って色味ができ一ないためには核を貝柱に密着するよ5に接着した場

 合,真珠層の巾から稜柱色の巾を差引いたものが核の周囲長より大になるようなサイズの核をえ
 らべばよい訳である。即ちS<1P(=D+X)一R(S核の局長p真一珠1コ巾R稜柱

 層色巾)図の線“a"は核局長を示し“t.ハ。"はそれぞ,れ稜柱色巾(R)1.5・1-0㎝のキ



 きの色付境界線を示したもgであ乱調査例ではR=1・0～1・5απの場合名珠は5.6%R<1.0
 (椰では僅かに1岩とたっている。しかしa,b線聞に挿入されている・核は約60塔ありそのうち色一

 珠は45%で全核数の28%となっている。挿核に当っては前式を充分に満足するような核を選定
 することが肝衰である。
 4.流カ職(変形)について

 珠が正しく半球形に巻かれず変形しているものを通常“流れ珠"と称している(P.143
 “一票蝶貝真珠及貝殻構造の観葉"を参照)流れ珠・とたる原因には次のi5たことが考えられる。

 1.核が大きすぎること一.2一浮泥または他の異物を巻き込んだ場合

 3.衰弱貝であった場合4.外・套膜が傷ついている場合
 5.接着がまずかった場合6.その他

 以上列挙したことはその何れも“流れ'の原因になると思われるが何がもっとも大きく影響する
 のかはよく判らない。・第V図には“色付き珠".と同様な方法で“真珠層外縁と核とめ最短長"と、
 流れ"の関係を示した。線a,.bは第]V図のa・bと同じで核周囲長と稜柱色巾1.0㎝のときの邑
 付境界線である。調査結果で各サイズ毎にa線の内側とb線の外側におけるひどい流れ珠の割合を

 比較すると1・,1・。1・,1・1・伽核それぞれ書:寺・チ:云・名:長・{:毛,書:毛で・線の内側
 螂ち真珠層の巾に比して・核が大きい方で高率である。しかしb線の外側に挿入された核は決して大
 きくないのに可成りρ流れ珠が生じているので核サイズとの関係とともに他に大きな要一因があると
 考えられる。

 第w図真珠層の巾と色味の関係



 第V図  真珠層の中と、流れ"の関係

 5.垂下深度による巻きの厚さについて

 垂下深度によって真珠質の分泌量が連5かどうか・こ∫では巻きの厚さ羊肉眼観察によって薄
 巻とぞ5でたいもの(普通巻)としてその数を調べた。垂下層は2肌,5肌,8肌の3層で固一

 人が挿核したは「同大の材料を調べたも.のである。結.果は第I表の通りで薄巻珠は2肌15.1%
 5冊ア9%,8肌4.4.%.で垂下層の違いによって明らかに叢があるように思われる。調査した貝

 は殻.長を105例以下,105～12G12㎝π以上とした場合それぞれ2肌15,24,9;5肌13,

 23,10;8皿17123110個であった。

 6.シミ,傷珠・空点について

 多少ともツミ1.傷・空点がでている珠g割合は約皇彫あり疾揚成績に大きくひびいた。.もっと
 屯大きな原因は浮泥その他の異物を巻き一込んだことFおると思われる。これを無くするには具立

 桶の海水が汚れない辛うにすること,垂下徴蝉やかに核が外套膜干覆われる千5施術その他の
 醐漫いで衰弱させないことである・

 z貝掃除と浜揚げ碑綾について
 養殖中貝掃除を実施した方が良いかどうか・これまでは養殖期間4ケ月の間に雄術後1月を経
 た頃第1回目を実施し2～葦回行っていたが今年度次のような方法で検討してみた。即ち1)

 全く掃除しないもの2)1一回実施したもの3)2回実施したものの3通りとし1カゴ10



 個入れとして各カゴを書・・例層に垂下し柚結黙今年度の浜揚成績が全般的岬臭であらた・め
 資料として比較でき'るよ5なものが得られなかったが掃除したものが特によく掃除したいものが悪
 いとは,思われなかった。

 8.へい死について

 採捕地から輸送後の㍉・死数は下記の一とおりで'ある。

1)輸送中0

 2)養生中29個(4.3%29/978ブ月27目まで)一
 3)作業中22鰯(3.2%22/696〕

 作業中の死は閉殻筋切断に半るものと,裏が割炊、死貝としたものを含み何枇開
 口の際戸こキずる。殻が割れるのは老貝などで寄生生物に侵されたものが多い。

4)養殖中

 9月19日調査A.19個4.2%(19/449)B8個3.7%(8/225)

 10月26日調査A4個0.9宕B0
 5)挿核後の生残率

 A11月30日浜上げ426個94.9宕

 ]∋12月17日一21796.5%

 1⊃輸送の方法は前に記したとおりである。養殖場に垂下するまぞqま1幅のべ・死敬か
 ったが可成り衰弱しているものが見受けられた。養生F㎞死の原因と考えられる。

 2)作業申の死3.2宕も高率である。老貝で殻が侵されたもの停止むを得ないとしても開
 口その他の取扱いに注意すべきである。アコヤガイに比し閉殻筋の弾力が小一さいので
 無型に広く開口すべきではない。

 3)養殖中外・死は病貝などを除き大部分が施術凄数日から一10日間におこるのが普通で
 ある。衰弱したものはなるべく静養させ,無理な挿核をしないことでちる。

 9越冬について

 鹿児島県はこれまで棲、膏、の北限といわれその主な棲息地は種子島,鹿児島湾1コ,薩摩半島南岸

 。(坊一ノI津,久志),こしき一島などの岩礁地帯で暖流の影響の強い所である。しかし34年度桜、島の

 古里で数債発見されており,一文高知県宿毛湾にも可成り棲息していると云われている。最近母貝の
 需要が増大するに伴って咳入不能の小型貝の採捕数が多kなりつ」あるが母貝の有効利用あるいは
 資源面からみて甚だよくたい傾向である。これまで業者の問でこの小逸見を越冬試験した例があり
 鹿児島湾内の垂水,牛根では半数以上がし死したときいている。当場でも今年度小型貝により越冬

 試験を打つたがその結一果は次のとお・りであち。
 供試貝は10'月26日見掃除を行い2.5椛層に垂下していたもの162個で12月25日カゴ取

 替凄(1口個入)3肌届に・垂下した。カゴ替えから垂下までの時間は気温98℃で約30分であっ

 た。その後は3月5日吊綱、カゴ取替えの外見掃除は行わなかった。

 生残率は実験に使った24個を考一慮すると27%であるdへい死が低水I激こよるものか(15-C前

 後が限界と考えられている)∴衰弱力源因で病死した・ものか。あるいは害敵に食害されたもの永現
 在よくわからない。水温は1月下旬～2月中旬が15～16.○で限界水温にあり3月5日(192

 .G)までに30%が死んでいる。その後は5月2日21～22℃と徐々に上昇しているがこの期

 問もっとも、・死率がたかい。最低水温期をすぎ勉ちNハ死数が多いとは他の業者間でもいわれてい

 る。普通浜揚時期で基る12月下旬～1月上旬の水温は17～18.○である析・い死は全くみられず
 また棲息地の鹿児島湾1コでは最低16～1ア℃である。若し原因が低水温であれば垂下式による鹿
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 児島湾での一越冬は全く無意味であるので次年度さらに研究したい。

    調査日・へい.死数1撃)一衛老・

    il■;13月5日49個(30.一326)`''■49鰯中13便(26.5脚は3月3日～5日に叉半数は死後1週間前後と判断された。
    一5月2日・50個(36.2%)数日内に死んだと思われるもの5価

    6月23日9個(6.5%)9幅と毛軟体部の腐由麻は全くだく死後かなり日数を経ていると思、われた

    108個一(667か生残率は33%であるが3月5日に24個を実験用に使ったので参駆雫は73一%ぐらいにた・る
10.浜揚結果

 珠打抜後厳選した結果は下表のとお一りとなった。珠は有機腐敗したもの・かどい流れを除き=全
 部を打抜き・加工試.験.に供した。

 挿核数約1250幅の中養殖中の蜷死と上記の
 打抜しなかったものを考慮すると脱核率は15.

 %弱で核の接着がまずかったことを物語ってい

 る。

 ※・旦。・計
..1-6一耽<39181673

 14～1581・58河233
1-4>3988109236
言立159164219293835

 あとがき一

 今年度の養殖試験あ成績は以上述べてきたことで分るよ5に浜揚成績において流れ珠,色味な
 どが多く極めて不良な結果に終った。それはまづ使用核が母貝に比しや1大きかったこと,接着
 技術が低劣であったことなど挿核作業全般を通じて反省される点が多一。また母貝が小さく質そ
 のものも種子.島産のものに比しや上落ちることも見逃がせない。なお技術者養成もしておりこれ

 も或弓程度成績にひyくと恩㌦
 黒螺貝半径真珠養殖における技術的た問題はまだまだ数多いが次年度は流れ珠,垂下層や掃除

 .の問題・へい死,越冬など更に試験したい。
 終りに本試験を実施するに当たり母貝の採板面で知覧漁協松崎茂一氏また挿核作業ならぴに
 養殖管理繭で垂水漁協から協力をいたxいた。両者に対しこふに心から謝意を表します。

 試験担当老は下記のとおりで結果の妓まとめは小松が打つだ。.
 母貝の輸送

 捕核とそれに件5作業
」

 珠の鑑定

 前田,永山,i上1口

永川,山口,小松

小松一

豊中,瀬戸口

一136一



 クロチョウガイpin・t・a・皿・・呂・・itif…(山.、
 の人工受精と・初期発生について

瀬戸口'勇
まえがき・

 本熈寺産のク目チョウガイによる半径真珠養殖業は年年隆盛になりつ上あるが、この養殖業の

 特殊性ともなっている母貝確保の不安定は切実な問題で・絶対量の不足に加えての採取強度の増.
 犬は憂慮すべき一状態となり,当業老間の自主的な採取枠は取決められていてもこれが充分守られ

 ず,このまま放置すれば資源の・枯渇するおそれさえある。

 このよ5に母貝の確保は養殖業の絶対的条件であるのにか∫わらず,特殊産業二して大いに飛躍
 すべきときに資源的た危惧の生じていることは,経営上の童路であると同時に野外採苗が、a)
 産卵期が判然としない。b)天候の分布密度が小さくて集約的採苗が無理である。O)採苗適地

 が開拓されていないこと等のため殆んど不可能である以上,室内における大量的人工飼育が希求
 されるのは当然であろ5。

 今年度は実験設備が完備されず、.叉種々の事由で充分た実験ができなかったが,人工受精と初

 期発生について一応の知見.をえたのでその概要を報告する。

 なお実験に当って御懇切な掘教示,御指導をいた∫いた輿児島犬学水産学部和田清治助教授に
 衷心より感謝の意を表する。
 I人工受精実験

 §材料と方法

 供試材料は知覧地先で採取したもの及びその後海潟地先で養成中の3～4年貝で,生殖巣の充

 満している個体を裏び本場実験室に持帰り使用した』

 開琴後切出しによってえられた卵は自然沈蝉或は遠心沈澱器で2～3回流潅し・体液・奉熟叩
 を分離してから所定のアソモニ.ア海水中に浸漬して活性化させ,卵核胞の消失をまって同じアン

 モニア海水中で媒精した。媒精後しばらく放置してから清浄濾過海水で数回洗い,アソモァと

 剰余の精子を完牟に除去し大型容器(5～容)に収容して発生せしめた。
 §結果と考察

 ン。珊1・干の所定濃度海水砕漬して媒精した発生秦は第1表の示す遁1で}k。(・・、
 0互)の1.0～1.4宕海水溶液が最も発生率が一よく1.5宕以上となると受精率も比較的低下して

 くるが,N亘40互の濃度沈飢サ嚇申彦率が多くなり不適当である。特に洋梨状の木熱卵が多い
 第1表γo岨皇O互の濃度による受精率及びき形率

              H40亘月日、・.00.5.0,751.01.11.21.31.41.51.61.752.σ実駒択温
              w-4t5アS28364533262D15,517162ア5

              0一00000.30.81.42.64.29820.5～28,4

              班一2ア018304568曲64686055505828.2
              'I

              00-000.81.22,03.86.58.813.5198～295

              I酒一140一一5ア79817875626059一,28.5一
              0一一000.51.84.25.56.38,5・1～30.5

              ※y.H40互の宕 γ0N帥且の宕
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 場合は卵核胞の消失までに長時間を要し・(1・5時間でも40岩内外しか消失しない場合がある)
 アンモニア海水中の浸漬時間が長いのでき形の発生が多くなる。r.0%以下になると受精率,ぎ
 形率共に急激に低下L・特に0・5宕以下では殆んξ受精しない。
 卵核胞の消失はアンモニア濃度によってかなりの遅速を生ずる。卵を洗ってからアンモニア海

 水申に収容し30分母に測定した消失率は第2表のとおりで大庫40～50分で消失するが,'1
 %以下では1.5時商でも矢部分が消えずO.5%では20宕以下でま、る。1.6%以上になると消失

                第2表汽。冊40互海水中の卵核飽消失率(宕)
                一I,」。

                N耳壬。互の濃度(N/10の%)

                実験月日経過時間0口.50.。ア51.01.11.21.31,41.51.61.ア52.0
                〇一、

                300041225313550535254..55

                可一2760Oア25325770626870一687572

                90口1228356074ア78082828685
                一'■一

                30口051528333647545・55760

                田・146001422.395365706573ア。7275

                90o20'265064ア8828586858788

 率がよく短時r1、置で終るが,卵膜が幾分収縮して異状を来し、この濃度で媒糖したものは前記した

 如く異状的に多分裂し桑棄期までヤこ至らず崩.壊してしま5が,これは明らかにアンモニアの作用

 による一ためと思、われる。

 このようにシ0欄40且の1.1～1.4%海水中で活性化し媒精せしめたものは正常な発生を
 なすが,この方法は完熟母貝をよく弁別しなけれぱならたいと同時に母貝を消耗する欠点がある

 あで人工的な産卵誘発を打ってみた。
 二枚貝類の産卵誘発については多くの報文があるが,特に相良く(58)(1)は蝸40H添加海

 水処理・NH40亘注射によって生殖物琴の放1出を観察するキ共に正常た発生をみているが・521
 年ア月31日海潟地先で養成1.、ているクロチョウガイの生殖巣の充満しているものを選定し,

 王%…亘岬巫ろ…伽…を・㏄あて足部に注射して観察したが・汝精・放卵は
 第3表クロチョウガイの発生経過

 労㌧ポ過程
 35分～40分第1極案出現
 1時間～1時間10分4細胞期
 1時間30分I8"

…

 1時間40～50分 16"

 3～4時間  桑実期(回Oユuユd一目ta9日)書

 45～5昨芋『罰  胞胚期(Bユa8加ユa前agθ、廻転運動を始む
 55～65時間  担輪予期(肚OChO典Ore日ta呂θ)浮上し始める
 14～15時間
 16～1ア噺衙 む

 20～23硝間

 L・日後

備考



 行われなかった。

 ㍉01・1～1・4宕めアンモニア海水中で媒精し通常海水に戻して発生せしめた経過は第3表,
 1.友Iに示すとおりで,他の真珠貝類と殆んど差異は認められない。

 活性化された卵に精子群を加えると・精子は活発に揮動して卵に達して受精するが,15分後第
 1極体が放出してから3H4時間でMo皿瓦舳g8となり4・5～5時間下Bユa伽ユa就ageとなつ
 て廻転運動を開始し,5.5～6.5時間で吐。chqphorθ就agθとたって浮上し始め16～1ア時間
 で初期D型幼生となる。20～23時間で完全なD型幼生となり,早㎎θteθthがあらわれ食餌す
 るよ5になり1漸次成長して6～ア日後には固〕oが隆起し始める。この時期のものはvaユvθの縁
 辺部は淡紅色でふちどられ,消化盲婁のや」上方血㎎θ近くに、紅色の小班点がよくみられるが,和

 田(・・帖㍗チョゥガイで纏察した.巳・・岨ユ軸・1蝋確認できたかった。
皿.人工飼育実験

 §材料及ぴ方法..一
 飼育水柚は54容ガラス水槽5ケ,20～容ガラス水槽5ケ,504容水ガメ1ケを使用し,
 旺。chゆ。rθ前agθとたって浮上し始めたものを大体飼育水10皿、当り1ク体の割合になるように」i飲
 他ρ水槽にセツトし、D型幼生に達してから0岨酬α日㎝a日・恥ユ〕ユ脱ユiθユエatθrtθoユ目Otaを飼育加虹
 当り5Po腕ユエ仲軌るよ5毎日計数給餌=レた。飼育檜は180x巧x35㎝の木棺に水道水を半流水とした一以口つ噛に
 収容し,水温の変動をなるべく少なくし,飼育海水は鹿児島港沖の天然漉過海水を用い1毎日1回

 静かに掻埣したほか54容水槽のもの2ヶ,204容水槽1ケにはエアーポンプで送気した。
 §結果と考察

 第4表に示したとおり6月4日第1次実験以降9月末まで6回にわたり実蛙を打つたが,いず
 .れの場合もU皿肋の隆起し始める頃即ち10～17一日問で死滅した。

        一 
       

一

        I回次受精月日発生率飼育期問殻長殻高鰯諭・備・.考
        ■16月4日45%11日96u80u。

 
       
1

        さ26月27日68%14日105u861ユ        了81宕15日109u・93iユ        1

        85%13日94u80u

        58月28日187%117日112u99u
        69月21日一ア2宕11・日94u79肛1

第4表浮遊幼生飼育経過

 この問め成長をみると第5表,桑1図の如く6～7日間はj順調な伸長を示し幼生は塊状に密集し
 て水槽の上・中層を活濫に上下運動しているが,.その後は急激に成長低下し蜷死数が目立つよ5に
 なる。正常な成長は第1図の点線で示したような直線的傾向をたどるものと思われるが,殆んど俸
 土状態であるのは90～110uの睨加が隆起し始める時期に至ったものから順次艶死したもの
 ヒ考えられ,事実上の飼育は7～10間し二かできたかったものと云える。
 餅,畑中(・・)(②がカキの人工飼育で指摘しているよ1に,この耐加が隆起する鯛は壷

 二{な変態期であって飼育上の第一関門であると考えられるが,初期幼生の食餌生物としてO虹a.
 亘職・共に大型であった。(8～15u)、飼育水槽が小さく止水状態七飼育した.、海水6交換がで
 きなかったこと等で悪影響をうけたことも否定できない一と思う。水温は木棺に収容して調節した6
 で大きな変動がなく,室温の影響も大してうけず安定しているので,他の要素特に給餌生物の不適
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 と飼育水の悪変が大きく作用したものと考えられ,今奏はつき'りさせたい。
 エアー送気による飼育1給餌生物別の飼育では他のものと相異がたく・叉受精率の良否によっ

 て飼育期間が左右されることはなかった。

 第5表一浮遊幼生の成長  (孤_28媒精の分)
         一一一■

         受精後殻長u殻高u。飼撤蝿一室温         の日数最高平均最高平均最高最低備。者
         288181.56965.∠28.433.226.5拉㎎θtθe化現る

         327833.O30.5

         49288.48074.028.033,0290

         528.032.5I28.8

         69894.08480,62フ1832,228.4固加が隆起し始む

         72ア632.5295

         8.029Z79085.027433.528.5

         926.833.526.8浮遊幼生減少し始む

         100498.39286,52Z431.52Z0

         1126731.2272

         1204994968ア525.830.52Z5

   
      

、

         1326.430.525.5

         141120.0.29987526.631.525.5

         152フ1232.0270

         16110一0音59689527032.026-5殆んど幼生見当らず

 第1図浮遊幼生の成長

飼育水温

日数



 §摘要

 (!娩出しによってえられたクロチョウガイの卵・精子をもってN取。H海水中で人工受精し,引続
 いて飼育実験を打つだ。

 (!ジ㌣0縣40Hの1-1～1.4%海水巾で媒精したものは正常な発生を去たが,0.75宕以下では
 殆んど受精せず,1.5努以上のものはき形率が大きく共に不適である。

 (3)クロチヨゥガィ6初期発生経過は,他の真珠貝類と本質的な差異はない。
 (4)正常発生した浮遊幼生に〔姐榊。Po脆s昌p・肋旭.tertθo■eotaを給餌して飼育実.験したが,
 睨boが隆起す.る90～110u一に達してから死滅した。

 §文献

 1.相良順一郎:日水会誌T0ユ・23川皿9(1958)

 2.今井丈夫.畑中正吉:東北大学農学研究所..一報.voユ.1,Nal(1949)

 3.和田清治:科学南洋voユ.4,N皿3(1942)

 4、鹿本試大島分場:マベの増殖に関する基的研究I,皿(157,158)

 5.小林新次郎.、結城下吾=目水会誌vo■.1ア,N皿8.9.(1953)

 6.瀬戸口勇:5しお地41(1959)

図版説明

 1.第一極体放出x470,2.第一2極体放出×470,3.3菜期x470,4.16細胞期x470,5.B伽一

 tu旭日ta9θ虹転運動をなす×160,6.眈。choPbor8目ta呂8浮上するx470,ア貝殻が殆んどでき
X110

 あがるx2ア。,8.初期の1⊃型幼生×200,9・10.D型幼生111.初期睨加・前agθx400
x560
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 クロチョウガイpi・・t・d・E・・g・・itiれ・耳(Li・nθ1
 生殖巣の周年変化に関する組織学的観察

瀬戸口勇一

緒言

 本県特産とたっているクロチョウガイの半径真珠養殖業は新興産業で竿史が浅いため多くの未解
 決な聞題点が山横しているが・その5ちで生殖時期が適確に掘むていないことは人工増殖,貝の管
 理一,捜核手術奪に多くの障碍を与えている。
 アコヤガイ生殖巣の麟学的観察については,小島,前木(・・)(1)立石,安達(・・)(2)植本
 (57,58)(3×4)等が報告し,養殖技術の基礎智識として広く利用されているが,クロチョウガ
 イについてはいまだその報告をふたい。

 ク1コチョウガイの熟度は普通関殻して肉眼観察し生殖1巣の充実度によって産卵期を判定している

 が,これだけでは増殖基礎としての資料には不完全であるので,クロチョウ母貝の減少にともなう

 人工的飼育の前提として,或は野外採苗の基礎資料とするため一定水域で採取し引続いて養成され
 たクロチョウガイについて生殖巣の組織学的観察を打つだ。

 材料及ぴカ法

 鷲察に用いたクロチョウガイは1958年11月から60年4月まで,知覧地先で採取した(裸

 潜り)もの及び海潟地先で養殖中の2～4年貝(推定)253ケ体で,腸管迂曲部附近の生殖巣を
 切りとりプァソ,ツェンカー,ベリー,ホルマリン液等の固定液で固定し・パラフィン切片とし
 てハイディソハイソ,鉄ヘマトキシリンーライトグリン二重染色・デラフイルド・ヘマトキシリーソ
 ーエオジソ二重染色及びアザソ染色によって染色し観察した。
観察結果

 1)生殖巣の発育過程

 アコヤガイの生殖巣の発育過程を立石,安達こ'55)は5段階に区分し櫨本('58)は7区分している

 が,クロチョウガイの場合は蒐集材料の全切片を観察して次の6階級に分けるのが適当と思われる

 A⊃酋董刃包其月fOユ]iCu]一a工I日tage

 この期のものは濾胞・壁に生殖原細胞が存在するほか,放出が不完全のため生殖細胞が残存する場

 合もあるが,全体として濾胞内は空虚で袋状の構造をだし勿論雌雄の分別はできない。生殖原綱飽

 は,漱胞前期を経て引続き形成されたものか,或は新たに結合組織が作りなおされそれにそって形成

 されるものかの一いずれかであるが,生殖巣内には多くの血球が観察されるのが普遜で,これが濾胞
 び)新たな形成乃至は補修のために関与するものと考えられ,滅胞形成後は次第にその数は減少して

 く心。叉残存生殖細胞が充分崩壊妓収されないうちに新たな生殖原綿駒の形成がみられるときはこ
 の薄くなった濾胞壁は再び肥厚し始めるがその分化はまだ幼い。(図版I1～4)
 B)成長期一9ro航h就agθ
 生殖細胞の受精が可能になるために分化成〕匿する時期であって,遊走細胞によって新規に形成さ

 れた結合組織にそって生殖原細胞が形成されてから,次第口生殖原細胞.}生殖母細胞と活濫に分裂

 成長してくる。即ち精巣では濾胞壁にそって形成された精原摘1胞が第一第二分裂を終り,濾胞胚都

 は精母紳胞が充満し稀に精子綱胞もみられる。卵巣では濾胞壁にそって卵原細胞が多数形成される
 のに引続いて卵母細胞にまで分化成熟してくるが,鰍ミ部は濾胞壁に附着したまL洋梨状に膨出し
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 ているだけで濾胞陸部の拡がりは狭く,そあ細胞核は中央方向に移動してきて,濾胞壁の卵原細
 胞への分裂は減少してくる。(図版I,5～8⊃

 O⊃j戎烹……ユ剴matしlre白1;agθ

 前の成一湊期から更に進んで,生.殖原細胞,生殖母紬飽の成熟分化が活掻でおると同時に成熟し

 た生殖細胞が多数みられるようになる。粧巣では樹鞄の断面でみられる未成熟な生殖細胞の属が

 厚く,濾胞内は肥大充実してまいり成熟して遊離した精子群が多くみられる。卵巣では湖胞壁面

 にはなお部分的に未熟た卵母細胞がみられる外,殆んど円形に近い形となつて濾胞腔鰍こ遊離し

 充満されてくる。これらは生殖細胞の放出が恐らく可能な段階で,新たな生殖原細胞の形成は著
 しく少なくなり,濾胞壁ぽ細糸状に観察され.る。(図版皿,9～10)

 ]⊃⊃放出潮昌1P棚ユi1唱stagθ

 濾胞腔部に.成熟密集した生殖細胞が互に遊離して放出が行われ,活難な生殖活動がだされてい

 る段階で,・濾胞睦は空所が多くなり精子群,散在する球形の卵母細胞が明瞭にみ.られる。放出後
 は成熟した生殖細胞はごく稀で濾胞腔部はな姑膨大したま」引続いて生殖母細胞の発達が散見さ

 れる。精巣では未成熟の精母細胞の展は相当薄くなってくるが,滋胸腔梛の鉱がりは大きく精子

 形成はなお継統されている。卵巣では未成熱な卵母細胞が成長し始め次第に陸都に固って膨出1.、

 て成熟卵手こ発達する。しかしこれらの状態は成熟期の状態に比較して割合まばらが普通であるが
 大して変化のたいものもたまたまみられる。(図版1正,11～12)

 E)放I出後期ユat旺靱a耽山㎎前ag8

 放出された濾胞内では生殖細胞は引続き成熟分化を続けているが,その量は極めて少なくなり

 全般的に生殖細胞の形成能力が衰え始や・完熟した生殖細胞は漉胸腔中央部に葉まっている。
 精巣では精母,精手細胞の腰は極めて薄ぐたり・部分的にはこれらの細胞が全く存在しないこと
 Iもおる。卵巣では未熟な卵母綱.胞もみられるが殆んど、点在的となり,発連中の卵原湖胞.及び初期

 の卵母細胞は極めて少ない。(図.腹圧,13～14)

 F)濾胞前期'・・町fOユエi・uユ肛目t・ge、

 生殖原細胞及ぴ生殖母胞胞は全くないか,或はあっても緯跡程度で鰯き麓の結合組織ははっき
 り網目状に観察される。成熟した生殖細胞が未放出のまま存在することは稀ではないが1遊走細
 胞が侵λしてくると同時に残存する生殖細胞は互に密着してくるものもある。新鋭の・生殖細胞の
 発;竈は全然みと沖)ら易しなし・。(図版正・15～16)
 D生殖巣の周年変化

 前項の生殖巣の発達過程に基いた年間の変化は糖1図,第1表のとおりとなり,叉各月別の変

 遷は下記のとおりである。なお同一個体の生殖巣内に発遠過程を異にする漉碗が混在する場合が
 多いが,最も多くみられるものをもって代表せしめた。
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Fig1.  クロチョウガイ生殖巣の成熟度月別分布



 1～2月

 当期はいわゆる極寒期で貝の生活活動は

 殆んど停止するとき1と思われるが,生殖巣

 の分化成熟は引続いて行われ放出期のもの

 が26.6%も占めている状態である。しか
 しこれらが衰精に関与する能力があるかど
 うかは疑問であるが,40形のものが放出
 後期の段階一〇強駒期のものは比較的少なく
 半分以上のものが放出不完全で生殖細駒の
 崩壊吸収されるものはまだみられたい。

 3～4月

 濾胞期のものは依然として全体の8～14

 %を占めて少ないがI,放出期た属す.る優体

 は全然かげをひそめ,放出後期のものも減

 少して・濾胞内に痕跡程度にしか残存しない

 時代へ移行している。同時に既に生長期に

 入った個体が急増して4月中旬では成熱期

 に達するものもみられるが,3月中旬の個
 体は生殖細胞の崩壊,吸収が多く目立つよ

 うになる。(図版皿,17～22)

5月

 この月になると濾胞前期,櫨駒期に属す

 る個体がみられたくなり1全個体が再び生

 殖活動をたすための発育を開始している。

 成長期,成熱期におるものが65宕以上を

 占めるよ5にたり,放出期に入った個体も

 13%近く出現して・すでに1部のものは

 産卵行動を始めていることが察知される。

6月

 この月は4回S哩ユ土㎎して観察したが

 成長期のものが急増し放出期個体が倍増し

 て1/互以上を示し叉濾胞前期のものは10%以上隼も増加して活藩な生確活動の時期に入って
 いる。即ち準数以上の個体が放出中或は放出援の段1審そあるが,これらは冬期中の生殖細胞分裂
 の休止状態が水温の上昇と共に回復レて成熟し・漸次放出されるものと考えられ孔
 ブ月

 生長期に入るものが全然みられたくたり%以上のものが放出後期となつてSpentの凝駒期
 にあるものが10%内外みられるよ5にたる。しかし放出中乃至は放出後の濾胞壁には生殖原
 綿駒の分化が多く引続いて生.殖細施の分裂は盛んである。

8月

 上中旬それぞれ1回づつ資料採取したが成熟期段階のものが減少し・90%以上の個体が放出
 期に入って前月のものより可成り進んだ状態である。しかも放出後期以降嚇ntの濾駒期楓汕ま

Tabユe1.
 クロチョウガイ生殖巣の熟度変化(月別.性別)

    1性    月発達段階Tota.ユ
    別一ABO]〕E亙

    ♂342
    工♀212115
    ?2
    ♂423
    皿♀2114

    ?2
    ♂42-12
    w♀.11113

    ?1
    ♂.4223
    V♀1315    ?

    ♂15432
    w♀37522糾  

  
?

    221
    晒♀1.I2110

    ?1
    ♂21343
    皿.♀313343

    ?2
    ♂22
    亙♀1916

    ?2

    X♀21丁「
    ?1
    ♂152
    x♀45322

    ?2
    ♂11294
    刈♀5314554

    ?3

    A.濾胞期B.成長期豊酪魏書脇場一



 生殖.細胞が僅かしか残っていない渡飽前期のものが半数近くに増加して,いわゆる産卵盛期である
 といえる。

9月

 放出後期のものが70努近くを占め鞄8nt濾胞期のものが増加して,成熟期以前の若い傾体は
 殆んどみられなくたる。放出期のものは10%以下と少なくなって産卵期の終期と樹象されるが

 不発全放出の幅体が多く濾胞壁にそった原綱飽の分化及び母細胞の成熟は今なお進行を停止して

 いない。

10月

 前月と大きな変化はみられず軸ntの漱胞期のものは依然として10%内外であるが,雌雄判

 定はでき一でも残存生殖綿脆は極めて少ないものが30右近くを占めるようになり,殆んど産卵期

 の峠はこした感がある。

11月

 この月になると不完全放出のまま新規の生殖細胞が成熟した成熟期,放出期のものが・再び増加

 している。そして放出期に属するものが40%内外を示すに至ったことは二次的た産卵行動がた

 されることをあらわしているものと思5口

12月

 令.月は上旬,中旬に比較的多くの材料を観察したが,全体的には放出後期から濾胞前期のもの.

 が多くなり放出期のものが減少しているが一,生殖細施の発育は停止していないものが多く二次的

 産卵の盛期といえる。

考察

 、)クーロチョウガイの産卵期

 本県ク目チョウガイの産卵期については永山,小松('58)(5)が7月上句～10月下旬の間にア
 回内隈的観察をなして産卵盛鰯を7月頃と推定している。そして皿工・CH0エLS(・31)(6)はオー
 ストラリアのクロチョウガイは水温の上昇している11月と下降し始めた5月の2回に産卵期を

 もつと・し,・。。。伽(ア)(・。。)は紅海のクロチョウガイは夏。月頃が産卵期であると述べている
 叉酌・kθ日(・5。)(8)賦(・6。)(9)はオーストラリヤ,コック.島でクロチョウガイの野外採苗を行
 うに当って5～6月にコレクターを投入し6月上旬から馳tの附着をみている。
 ところで今回組織学的に観察した範囲内で上記局隼変化から推察すれば,クロチョウガイの産

 卵期は非常に長期間にわたりその盛期も比較的長い。即ち2～3月の寒い時期まで分化成熟を続
 けた生殖細胞は漸次崩壊吸収し始めるが,完全に殴収されないものもS由ntの渤抱期のものも4
 月水温の上昇と共に生長期に入り,5月下旬に至るとすでに放出超体がみられるよ5になる。6
 月に入ると鞄e肺の滅駒期の紬体がみられなくなり全個体が活動期に入って産卵初期の段階とな
 る。7～8月は放出の最盛期となり,ア月中旬には第,1次放出のSpθntのものがま)らわれ,9月

 ;こなると大半が放出を終っている。10月になると再び生腹細胞の分化発育が開始さ.れ11月～

 12月にぞ札らが成熟して二次的な放拙が行われる。この現象は1月上旬でもはっきり観察され

 3月にλってから生殖細胞の崩壊,扱、収がみられ㌔これを綜合していえばクロチョウヵ一イの産
 卵幼はアコヤガイのように葉中的に行われず・農鰍こわたっているが,産卵盛期は6月中旬～9月

 ..L・11ヨと考えられる。叉11月下旬～1月上旬まで放出期以降のものが多くあらj)れるととは1班一

 .・あ。]ユ目('31)が報告しているように,年2回酷卵することを示すものと思うが,全幅庫が1司し

 二、=傾向を迫るものかど5か今後の研究に保ちたい。なおこの時期に排卵されたものがs更tとなり
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 成長して母貝としての資源添加量に関漂をもつかど5かはかなり生。蝸がもたれる。
 1i)産卵期と水温との関係

 採販地並びに養殖場の水温を継続測定していないので正隆なことは1、・えないが次のことは考察
 される。

 58年以・来海潟地先で繊冬養成中のクロチョウガイは3月下旬～4月の水温上昇時期に大半が
 薙死しているが・この主要原因が水温低下であれば・2月上旬水溜1が18～19』Cに降ってから

 生殖細胞の活動も停止するものと思う。クロチョウガイえらの綾毛運動を観察しても水温が19
 .Cに低下するとえら片の縁辺郡が収縮し運動がにぶくなる(瀬戸口,未発表)ことからもクロチ目
 ウガイの生理活動は18IO内外で相当の影響を5けると同時に,水温20'C以上であればいつで

 も生殖活動がたされると考えてよいのではなかろ5か,たたし前記もした如く6月中旬～9月上

 旬の盛期以外に排卵されたものが受精髭カがあるかと5か疑問視されるので,産卵適温の究明は
 今後に残された重要な研一究課題である。

 、i{)肉眼的観察との相異

 今までクロチョウガイの熟度は母貝が高価であると同時に年間採坂量が少ないこと等で消耗を
 さける意味から肉眼的観察を打っていたが,組織学的観察からすれば,生殖1巣の色彩から雌雄の

 判別は可成り困難であると同時に生殖.盛期は別として初期か後期かの判定は相当誤認が生ずるの
 ではないかと考えられる。特に産卵期が長く葉1・一ト的に放出されないからその発育段階の区分はむ

 ずかしと思われる。叉印entの.濾.胞のものでも生殖巣は充満しているように観察される場合が多
 く,充実感のある個体は殆んど成熟期則ち産卵初期の状態でおる。そして叉6,8,12月被検
 した結果では・生殖巣の部位に・よって成熟度に禰当の変化があるから,開設しただけの肉眼的判定
 では正確な産卵期は・確められないのではないかと考えられ私

 i〉)人工I採苗との関係
 ク目チ目ウガイの蕗卵期が長期にわたるのは完全放出鱈体が比較的少ないことを示すものと恩

 5が,このことは人工飼育,野外採苗一に大きな影響を与えるようである。即ち人工飼育の場合,

 完熟母貝の弁別と人工的排卵は至って困難で歩)り,叉.天然の分布密度が小さい現今では到底自然

 海面における集約的採苗は他生物に優占されて不成功に終るのではないかと考えられる。なお人
 工受精に当っては現在アンモニア海水中で発生させているが,この外の方法等に成熟促進。産卵

 刺戟による人工的採卵は生殖巣の成熟分化→放出の発達過程が緩一1蔓であり,産卵適温が広範囲な
 こと等から困難視されるが,今後界一息に取上げるべき問題として残されている。

 一衛)雌雄i同体について

 雌雄同体はアコヤガイでも観察されているが〔小島,前木('55⊃立石,安達('5ア)一楠本
 ('5ア'58)〕今国被検した255魑体の5ち鱈庫で精巣に成熟した卵母翻胞が存在する,い
 わゆる精巣卵が見出された。(図版皿,23)これは11月23日と12月18日に採った材料

 ヰ1にあらわれ,その形成される卵母細胞の数は少なく点在的であるが,7月14日採取した殻長
 50～70例肌の小貝は全部雄で完熟しており,老貝は割合雌の多い事実から性転換が行われるこ

 とが充分考えられるO

 州その他

 ク1コチョウガイは水域によって秋季,原因不明り異状大量携死の瑛象がみられるが58一
 隼10月甑島浦内湾に発生したもの並びに衰弱して内属二刀萎縮した㈱奉(海潟地11三で越冬)を5
 月に観察したが,特に健全貝と組織際では変化がなく,張虫類等の感染したものも発見されなか
 ったが,別途病理組織学的観察を打っているのて・追って詳11簑できると、思う。なお一仕比は53%・
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 雄47%で雌胴体が多く出現しているが・これは殆んど3～4年貝を供試したためと考えられ,・
 7コヤガィのように顕著てたいが,雄のブナが先熟するのが推察される。

要約

 (1〕クロチョウガイ生殖巣の組織学的観察を行し=・生殖巣の発達過程・周年変化を追及し・産卵
 期,人工採苗との関係,肉眼的観察との相異などについて言及した。

 (2)生璽巣の発達過程を濾胞期・成長期・成熟期,放出期・放出後期1濾胞前期の6段階に区分
 した。

 (3)生殖巣の周年変化からクロチョウグイの産卵期は.長期にわた・り盛期は6月中旬から9月上旬'
 であるが,12月から1月にかけて二次的産卵が行われると判定した。

 (4)ク目チョウガイの産卵は水温20'O以上であれば生殖巣の成熟次第に行知れると思われるが・
 通水温の究明は今後の研究課題である。

 (5)産卵期が長いことは人工飼育を行5に当り完熟母貝の弁別・人工排卵が困難であると同時に
 野外採苗一も月下のところ可成りむずかしいと考えられる。

 (6)肉眼的観率だけによる産卵期判定は誤華し易く正確を期し難いと思われる。
 (7)雌雄同体のものが被検253個のうち2個体に発見され・性転換も予想され乱

 終りに臨んでこの研究を行5に当り御懇切な御教示,御指導をいた∫いた国立薬味研究所,植

 本。町井両技官に深甚なる感謝の意を表する。
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図版説明
 I≡1～4,濾胞期,生殖細胞が放出されて空虚となり袋状の構造をなして遊走細胞の侵入がみ
 られる。x130
 5～8,成長期SPθntの濾胞及ぴ新規に形成された濾胞に生殖細胞が形成され,生殖母綱飽
 へと分化成熟して濾胞腔部がみたされてくる。x130
 班,9～10,成熱期,生殖原細胞,母細胞の分化,成熟が活擾で,成熟した卵,精子細胞がみら
 、{'しる。gx8510,x75
 rr～12、放出期.濾胞腔部には成熱した生殖綱飽が互に遊離して放出が行われ,卵,精子の
 形成は衰えていない。x130
 13～14,放出後期,卵I精子は大部分放出されて散在的となり,生.殖細胞の形成能力は低下
 している。x130

 15～16・濾胞前期1卵1精子はごく懐かしか残っていないほか殆んどの濾胞はS脾ntとなつ
 て網目状を呈し,1部には遊走細胞が侵入している。x130
 凪17～22,24,卵。精子細胞が崩壊しつつある状態。x130
 231精巣卵を有する放出期の精巣x130
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